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割合 の３用法 につ いて

一最上流　算法天生法指南自序　よりー

萬　仲介（宮城教育大学名嘗教授）

１。はじめに

会田算左衛門安明（あいだ　さんざえもんやすあき；1747~1817 ）が文化七

年［1810］に著した「最上流　算法天生法指南（さいじょうりゅう　さんぽうて

んせいほうしなん）」（全五叫）の第一巻四丁オモテから八丁ウラに「算法天生

法指南自序」がある。そのなかで会田は算術の重要な算法として「相消（あい

けす）」という概念を取り上げている。そして「相消」を詳しく解説をしている

なかで「割合の３用法」に関わる記述があるのでその部分を紹介する。

２。算法天生法指南自序（一部分）

「和算の館」の和算轡アーカイブの画像166 「蛾上流　算法天生法指南」の

「算法天生法指南自序」５丁オモテ最終行（10 行目）から６丁ウラ９行目まで

を抜き出し、それを横響きに換えたものを以下に示す。一行の字数は原文と同

じにして改行をしている。漢字は現在使用されている字体に書き換え、片仮名

合字も「コト」、「トモ」、「トキ」と書き換えている。

＜５丁オモテ最終行（10 行日）＞

借又算術二相消スト云コトアリ此相消卜云コト算法ノ

＜５丁 ウラ １行 目か ら10 行目まで ＞

目当ナ リ此理ヲ悟リ得バ余八随テ得ツベシ仮如有エ

米三十五石一此価金四十両間二金一 両米相場何程_ 術日

以二価 金四十両_ 除二有米 三十玉石一得二米相場八斗七升玉

合_ 合≒ 問二コレ尋常ノ算術ナリ此術意二依テ相消卜云

コトヲ解ンニ置二価金_ 乗二米相場一為二有米一寄レ左 即 有゙米 為゙レ右
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以相消ス jj ご42 ！　　Ｍ　　寄≒左モノモ有米ニシテ

右ヲ以テ相消スル者モ有米ナレバ即チ其理八南ヘ

テ空トナルナリ故二矩合的当卜云者八其理ヲ尽シ

テ空二帰リタル象チナリコノ空二帰スル処八算法

ノ枢機ナリ其矩合的当八空トナリタル象チナレトモ

＜６丁オモテ１行日から10 行日＞

算木二正負ノニ品アリ数二有数無数ノニ品アリ故

二矩合的当ヨリ共術八起ルナリ仮如有二米三十五石_

此価金四十両問二金一両米相場幾何－トキハ有米卜価金

トハ有数ナリ金一両.'米相場八無数ナリ故二矩合的

当二依テ有数ヲ用ヒテ無数ヲ求ムルナリ即チ以価

金除二有米_得二米相場八斗七升五合_合゛
レ
問ナリ又価金四十両米

相場八斗七升五合閥二高米幾何一卜云トキハ即チ置ユ価金_

乗二米相場_ 得二高米三十五石_合レ問ナリ又有米三十五石金一

両米相場八斗七升五合間ユ価金幾何-卜云トキハ即チ置二

有米_以二米相場_除レ之得二価金四十両一合レ問ナリ此三件ノ算

＜６丁ウラ１行目から９行まで＞

題八右一件ノ矩合的当二依テ其三術ヲ起スナリ殊

二矩合的当ヨリ起ル術八千萬ニーツモ違ヒアルコト

ナシ故二算術二志アル者八務メテ相消卜云コトヲ知

ルベシ相消ノ理ヲ知ラズシテ押付術ヲ用ヒル者八

ヤゝ
稽其理ノ深キ算題二逢ヘバ差フコトアリ且ツ己レモ

疑ヒヲ決スルコト能ハズ算法閥疑抄ノ如キハ其時代

ノ達算ナレトモ相消ノ理ヲ知ラズシテ片押シニ押付

タル術ナル故二拵其理混シタル算題八差フモノモ
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アルナリ乃シ矩合的当八疑ヒヲ決スノレ定規ナリ

（注）原文は縦書きである。よって、５丁ウラ６行目の

ぷご４乙　Ｍ

は（これを（＊）と引用することにする）、行の均衡を崩さないように縦書きの

ものを単に横にしたものである。

３。解脱と割合の３用法

会田は「自序」の５丁オモテ10 行目から５丁ウラ１行目において、次のよ

うに述べている。すなわち

算術には相消すというものがある。この相消すということは算法の目当て

である。この理を悟り得るならば。余りは随って得られる。

算術には「相消す（あいけす）」というものがあり、これは算法の目的である（問

題を解くための目標である）。この理を理解したならば、後の事柄はこれより随

って得られるものである、と述べている。

続いて例を示して「相消す」の理を説明している。その例は５丁ウラ２行目

に記述されている

米35 石の価金40 両である。金１両の米相場はい可程かと間う。

という問題である。「価金40 両」とは米35 石の値段が金40 両であるとい うこ

とを意味する。「金１両の米相場「は金１両に対する米の割合（米の石数）と

のことである。問題を提示した後に解き方を「術日」といって述べている。す

なわち、５丁ウラ３行目から４行目に記述されている

価金40 両で以て有米35 石を除す（割り算する）と相場８斗７升５合を

得て、これは問に合う。

である。「有米」とは米の石数が（35 石と）与えられていることを表している。

そして、会田は５丁ウラ４行日から６行目において

これは尋常の算術である。この術意によって相消すとい うことを解かんと

するには、価金を置いて米相場を乗じると有米となる。これを左に寄せ、

有米を右に寄せるならば以て相消すにより

（価金）×（米相場）－（有米）＝ ０

が得られる。
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と記している。「左に寄せ」とはひとまず置いておくといことであり、「右によ

せる」とはその次に持ち出すことを炎している
Ｏ

前述の（注）での（＊）に示

された「矩合（くごう）的当（てきとう）」（矩合が確かである）の「矩合」は

「ゼロに等しい式」を示している。前述の（＊）は数学の式表示では

（価金）×（米相場）－（有米）＝ ０

となる。既知を意味する「有米」に限定しない表現へと変えると

（価金）×（米相場）－（米の石数）＝ Ｏ　　 （＊＊）

となる。

上記の矩合が「的当」であること、すなわち、「確かなことである」ことを５丁

ウラ６行目から８行日において

左に寄せたものも有米であり、右（に寄せたもの）を以て相消すとするも

のも有米なれば、すなわち、その理は消えて空となる。

と述べている。（価金）の単位は「両」であり（米相場）の単位は「石／両」で

あるから、（価金）×（米相場）は「有米ＯＯ石」となる。これは問題で示され

ている有米（米ＯＯ石）と同じであるから、（価金）×（米相場）から（有米）

を引き去ると、打ち消しあって「＝0 」という式（＊＊）が成立するのである。

「空となる」は「＝O 」の意である。そして、５丁ウラ８行日から10 行目にお

いて

矩合的当というものはその理を尽くして空に帰するかたちである。この空

に帰する処は算法の枢機である。

と述べている。「矩合的当」は理綸に従って「＝O」を導いたものであるから、

このところが「算法の枢機」、すなわち、「算法のかんじんかなめの大切なとこ

ろである」と主張している。５丁ウラ10 行目から６丁オモテ２行日には

その矩合的当は空となるかたちであるけれども、算木には正負の二品（二

種類）があり、数には有数と無数の二品（二種類）ある。故に。矩合的当

よりその術は生起する。

と記している。F算木」は和算の計鉢川具の１つである。正の数を表す時には赤

色の算木を用い、負の数を表す時は黒色の算木を川い ることになっている。和

算の計算用具としては算盤・算木とソロバンがある。「有数」とは「具体的な数

値があたえられている既に知られている数、既知数」のこと、「無数」とは「具

体的な数値が知られていない数、未知数」のことを表している。矩合的当（す

なわち、「＝O 」という式）から出発して、数の正・ ・既知数・未知数に関わる

算術が生じるというのである。
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６丁オモテ ２行 日からは 「割合の ３用法」に関わる直接的な記述がされ てい

る部分である。

先ず、６丁オモテ ２行目から６行目において

仮如 （た とえば）、米35 石が有り、この価金が金40 両であ る。金 １両の

米相場は幾何と問 うときは、有米と価金とは有数であり、金 １両の米相場

は無数である。故に、矩合的 当に依って有数を用いて無数を求めるのであ

る。すなわち、価金を以て有米を除 し米相場 ８斗 ７升 ５合 を得 る。これは

問 に合 う。

と記してい る。「米相場 」は金 １両当た りの米の石数を表す「割合」で ある。有

米（米の石数、35 石）と価金（米35 石 の値段、金40 両）は既知であ るから「有

数 」である。「米相場」は求め る「未知数」であるから「無数」であるといっ て

いる。 ここで記述 されてい るこ とは 「割合」を求 めるこ とである。米 相場は 価

金で有 米を除す （割 る）ことで得られる、すな わち、米相場（単位は石/ 両）は

有米 （単位は 石）を価金 （単位は両） で割ったものであ る。35 ÷40 ＝0.875 よ

り0.875 石/ 両、すなわち、１両あたり0.875 石である。0.875 石は ８斗 ７升 ５

合である。 計算す るときには米 の量の単位は 「石」とし、得られた石 数を 「○

石口斗 △升▽合」な どと換算す ることになる。

「比較量」は「米の石数」、「基 準量」は「価金（値段）」、「割合」は「米相場 」

であるｏ ここで記 述されてい ることは「割合」を求めること、すなわち、「割合

の第 １用法」について の記述である。

次いで、６丁オモテ ６行目から ８行日において

又、価 金は金40 両、米相場は８斗 ７升 ５合 のとき高米 は幾何 かと問 うと

云 うときは、即ち、価金を置き米相場を乗じて 高米35 石 を得 る。 これは

問に合 う。

と記している。r 価金J と 「米相場」は 「既知数」である。 そして、「高米」は

「米の石数（米の石高）」のことで、ここでは「未知数」であるから「有米」と

表 現していないのである。高米 は価金に米 相場を乗じて得られ る。すなわち、

40×0.875 ＝35 より米の石数は35 石である。よっ て、ここでは「比較量」を求

める 「割合の第２用 法」を記述しているのであ る。

そ して、６丁オモテ ８行目から10 行 日におい て

又。有米35 石で金１両の米相場 は８斗 ７升 ５合であるので価金は幾何と

問 うとき は、即ち、有米を置き米相場を以 てこれを除して価 金40 両を得

る。問に合 う。
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と記している。米35 石と米相場（金１両当たりの米の石教）８斗７升５合は既

知数として与えられているとき、価金を求めよとい うことである。価金は、有

米を米相場で除して（割って）、35÷0,875＝40 より40 両と得られる。これは

「基準量」を求める「割合の第３用法」のことである。

以 上の具体例で 説明したこ とをまとめて 、会田は ６ 丁オモテ1（）行 目か ら ６

丁ウラ３行 目におい て次のように述べてい る。

この３件 の算 題は 右の（縦 書きな ので 「右」 と記し てい るが、「前述」 の

意）矩合的 当に依ってその ３術を生じ た（生起した ）ものである。殊に矩

合的 当より起こる術は千萬に一つも違いあるこ とがない。

「米 相場」を求め ること、「米の石数」を求めること、「価金」を求めることの

３件の問題はすべて前述の 「矩合的当」、すな わち、式

（価金）× （米相場）－（米の石数） ＝ ０　　 （＊＊）

より生じるものである。（＊＊）において バ 未知数」を含まないものを「実級 」

に置き、含む ものはそれを省いて「法級」に 置く。（価金）、（米相場）。（米 の石

数）の うち １つ を未知数とする １次方程式を得て、それを解く のである。 すな

わち、実級を法級で除して（割っ て）求めるものを得るのである。 よって、間

違いが起こる手法ではない といっているのであ る。会田は 、もちろんr3 用法j

とはいっ てい ないが、「3 術」 と明確にいってお り、彼 の明 快な 「和算の手法」

に対する言及は注目すべきものである。

（1 ）「米相 場」 を求めること：実級には （米 の石数）35 石が置かれ、法級 に

は（価金）40 両が置かれる。 よって、実級を法級で割って、求 める（米相場）

は（米の 石数）÷（価金）で求められる のである。35 （石 ）÷40 （両）＝0.875

（石/ 両）で あるから、金 １両あたり米８斗 ７升 ５合であ る。

（２）『米の石数』を求 めること：実級には（価金）ｘ（米 相場）の40 ×0.875

が置かれる。 法級には （＊＊）式の左辺の第２項より（米の石 数）においてこ

の（米 の石数）を省 くと １が残 ると見なして ｌ を盾くこ とにな る（係 数は－1

であるが、－1 と殴い て後で符 号を調整する手間を省くことにす る）。 よって、

突級を法級で割っ て、（価金）×（米相場）-､-l＝（価金）×（米 相場）であ る。

こ れより求める（米の石数）は 如×0.875 ＝35 より35 石と求まるのである。

（３）「価金」 を水めること：実級には （米の石数）35 石 が置かれ 、法級には

（米相場 ）0､875 （石/ 両）が置かれる。よっ て、実級を法級で 割って、（米 の石

数）÷（米相場）より、35 （石）÷0.875 （石/ 両）＝40 （両） とな る。これよ
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り求 める（価金）は40 両となる。

そ して 、６丁 ウラ３行日から９行目において

故 に、算術に志ある者は務 めて相消す とい うことを知 らなければならない。

相 消す の理を知 らないで押しつけ術を用いる者は稽その理 の深い算題に

逢 うな らば差 う（違 う）ことあり、且つ、己も疑いを決するこ とはできな

い。算法闘疑抄のごときはその時代の違算なれども、相 消すの理を知らな

い で片押 しに押 しつける術 である。故に、稽その理 が混じる算題は差 う（違

う）ものもあるであろ うが、矩合的当は疑いを決する定規である。

と記してい る。算術を学ぼうとする者は相消すとい うこ とを知らなけ ればな ら

ない 、と会田は 主張している。「相消」の理を知らないで「押しつけ術 」を用い

る者は難しい問題に遭遇したならば、間違いがあって も自分でそ うだと決めら

れない ものであ る。「算法閥疑抄」はその時代には達者な 計算を示した書であ ろ

うが、「相消す」 の理を知らない ので 「押しつけ術」である、と批判してい る。

「算法閥疑抄（さんぽ うけつぎしょ う）」は二木松藩士の磯村吉徳（いそむら　 よ

しのり: ？～1710 ） が万世２年［1659 ］に刊行した和算書である。算法閥疑抄は

「それまでの和算書の集大成とい えるもので、多くの人に読まれた書である。」

（「和算史年表」、30 ページ参照）。最後に 「矩合的 当」は算術手法に抱いた疑

いを哺 らす定規（基準となるもの）だとそ の掴:要性強調してい る。

３。おわりに

江戸時代の和算書に「割合の３用法」を明確に記述されていたことに著者は

驚きを感じ、報告すべきことであると判断した。江戸末期から明治時代以降に

西洋数学の影響を受けて「割合の３用法」・「比の３用法」という概念が明確化

されたと思っていた者にとっては本当に驚きである。

会田は関流との論争でも知られており、自分の信じるところから発する他へ

の強烈な批判精神は「算法閥疑抄のごときはその時代の達算なれども、相消の

理を知らないで片押しに押しつける術である。」によく現れていると思う。

会田による「最上流　算法天生法指南」は大変教育的な著作であり、初学者

にも算術の理が理解できるよう工夫した構成がなされている。彼のこのような

算術に対する姿勢から、彼が矩合的当から割合の３用法を式変形に従って明確

に記述することに到達したことは自然な流れの結果であると思う。そして、彼

の割合の３用法に関する記述は十分に評価されるべきものである。江戸時代に

「割合の ３ 用法」を明確に記述した書は他にあるのか、著者には不明である。
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例えば、藤井は「最上流算法天生法指南（全五巻）」の「自序」の部分において

「割合の ３用法」について触れていない。「割合の３用法」についての和算関

係情報を持っている方がおられるならば、ご連絡をお願いしたい。
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Ａ ｂ８tｒａｃt: Ｌｅt Ｂ ， Ａ ａｎ ｄ ｐ ｂｅ the ba ｓｅ q ｕａｎtity; t ｈｅ ｑｕａｎtity ｏｆ ｂｅ ｃｏｍ ｐ ａｒｅｄ

８ｎｄ the ｒａtｅ（ ｏｒ ｐｒｏｐｏｒtｉｏｎ ）， ｒｅｓｐｅｃtiｖel ｙ. Ｔ ｈｅｒｅ ａｒｅ t ｈｒｅｅ ｍ ｅtｈ ｏｄｓ in

ｒｅｌａtｉｏｎ t ｏ Ａ, Ｂ ａｎｄ ｐ ， thati ｓ，

. ″rhe ji ｒ８t ｍ ｅthod:　p ＝ Ａy Ｂ
，

’″rｈ ｅ ｓｅｃｏｎｄ ｍ ｅtｈ ｏｄ:　 Ａ ＝ Ｂ Ｘ ｐ ，

’Ｔ ｈｅ thi ｒｄ ｍ ｅtｈｏｄ:　 Ｂ ＝Ａy ｐ.

Ｔ ｈｅｓｅ t ｈｒｅｅ ｍ ｅtｈｏｄｓ ａｒｅ tｅｃｈｎｉｃａｌ tｅｒｍ ｓ fo ｒ tｅａｃｈｉｎ ｇ. VVe li ）ｕnd de ｓｃｒipt ｉｏｎ

ｏｆt ｈｅt ｈｒｅｅ ｍ ｅtｈ ｏｄｓin ｗ ａｓａｎtｓbook: “Ｓａｎｐｏｕ- ’Ｒｌｎｓeiho ｕ･ Ｓｉｎａｎ ”ｗｈｉｃｈ ｗ ａ６

ｐｕbli ｓｈｅｄ ｉｎ t ｈｅ Ｅ ｄｏ ｐ ｅｒiod （1810; Ｂ ｕnka 7 ）. Ｔｈｅ ａｕt ｈｏｒ of th18 book i ｓ

Ａ ＩＤ Ａ　 ’yilｓｕ ａｋｉ， ｗbo i ｓ ｏｎｅ ｏｆ ｆａｍ ｏｕ８ ｍ ａtｈｅｍ ａtｉｃｉａｎｓ “ ｗ ａｓａｎ-ka ”. Ｗ ｅ

８ｈ ｏｗ the de ｓｃｒibed fact ｓ in “Ｓａｎｐｏｕ- ’ｎ３ｎｓeiho ｕ- Ｓｉｎａｎ ”.

K ｅｙ ｗ ｏｒd8: Ｔｈｒｅｅ ｍ ｅthod ｓ in ｒｅｌａtｉｏｎ tｏ ｒａtｅ， Ｗａｓａｎ, ＡＩＤ Ａ　 ’Yisｕaki ，

Ｓａｎｐｏｕ.’ｌｅｎｓeiho ｕ-Ｓｉｎａｎ，
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